





































　　 ネルヴァル研究の現在 ─ 書物の力




































































































































































ほど価値を持っていたとはいえなかった。（写真 6）新プレイアッド版ネルヴァル全集（全 3 巻）





























































 ・ Gérard de Nerval, Faust de Wolfgang Goethe ,Paris,François 
Bernouard,1930.（バラの絵）
 ・ Gérard de Nerval 著、中村真一郎訳『火の娘』青木書店、
1941（ネルヴァルの写真）
 ・ Gérard de Nerval 著、中村真一郎他訳『ネルヴァル全集Ⅲ』
筑摩書房、1976（ジェニ－・コロンの写真他）
 ・ Arthur Symons 著、岩野泡鳴訳『表象派の文學運動』新潮社、
1913（ジエラル ド ネルヷルの章の扉）
 ・ Médaillons Nervaliens, onze études à la mémoire du père 
Jean Gullaume, textes reunis par Hisashi Mizuno, Nizet, 2003.
（ジャン・ギヨーム神父の写真）
 ・ Gérard de Nerval, Œuves complètes , édition publiée sous la 
direction de Jean Guilaume et de Claude Pichois,Paris , 
Gallimard,1989（新プレイアッド版ネルヴァル全集（全 3 巻））
 ・ Jacques Bony, Le récit nervalien , José Corti, 1990.
 ・ 大濱甫著『イシス幻想』芸立出版、1986.（イシス像）
 ・ Claude Pichois et Michel Brix, Gérard de Nerval , Fayard, 1995. 
 ・ Gabrielle Malandain, Nerval ou l'incendie du théâtre , José Corti, 
1986.
 ・ Jacques Bony, L'Esthétique de Nerval , SEDES, 1997.
 ・ Quinze études sur Nerval et le Romantisme , recueillies par 





程 単 位 認 定 退 学。Université de Paris 12 (Créteil) 文 学 博
士。専門はフランス文学、ロマン主義、ネルヴァル。主著
は Nerval, L'écriture du voyage : L'expression de la réalité 




2006 年）、Gérard de Nerval, Le Temple d'Isis. Souvenir de 
Pompéi , Du Lérot.1997. など。
【参考資料】
ネルヴァルの著書には、何度かバラが出てくる。
一番有名なのは、アルテミスという詩の中の、La Rose qu’elle 
tient, c’est la Rose trémière. ─かの女が持つ薔薇、それはばらあ
ふひだ（岩野泡鳴訳）。─
また「夢は第二の人生である」という有名な書き出しにはじまる
『オーレリア』の最後の部分「…私は翌日それを花束の薔薇の茎
のまわりに滑りこませておいて、彼女に送ると、鄭重な礼状が来
た…」や、「…女王は星の冠をいただき、虹色の輝く頭巾をかぶる。
温和な顔立ちの容貌はオリーブ色がかった色合いで、その鼻はは
したかの嘴の反り工合である。薔薇色の真珠の首飾りが首をめぐ
り…」など。
とりわけ「イシス」という短編の中でアプレウスの『黄金のロバ』
に言及している部分が有名である。パガニスム（異教）からキリ
スト教へと移行した時代に、人間の精神の放浪と救済をテーマと
した古代ローマの小説の中で、ロバの姿に変えられた主人公は、
女神イシスに差し出されたバラの花を食べることで、人間の姿
を回復する。「イシス」の中で、その部分をネルヴァルは引用し
ている。
イシス像（ナポリ美術館）
